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評価結果の総合所見 

本課題は、振動試験対象の振動分布をリアルタイムかつ長時間で捉えるスマート高速度カメラシス

テムを開発し、振動現象を面情報かつバーチャルセンシングとして可視化・解析する技術を実証するこ

とで、ネットワーク経由のリモート振動試験を評価可能とするプラットフォームの実現を目指すものであ

る。 

当初の目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。イノベーション創出が

期待できる。カメラというセンシングデバイスを発展させ、高速な振動を取得する可能性を示した意義

は大きく、特長のある地方大学のシーズと世界市場で戦う企業が連携して、着実な成果を出した事を

評価する。産学連携の相乗効果を示す面でも望ましい事例であると思われる。 

今回の成果をもとに、次の技術、市場展開の構想も明らかになっており、今後のさらなる開発の加

速に期待したい。 
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